
  

 

 

 

 

■都市に住む難民～時代とともに変わりゆく支援～ 
 

「難民」と聞くと広大な土地一面にテントが並ぶ難民キャンプを思い起こす方が多い

のではないでしょうか。実際は、世界の難民のうちキャンプに住んでいる人は 3割弱で、

残りはキャンプ以外に住んでいます。では、キャンプ以外とはどのようなところを指し、

キャンプの外で難民はどのような支援を必要としているのでしょうか。 

 

■「難民キャンプ」とは 

「難民キャンプ」とは、難民が収容され、政府

や人道機関から支援を受ける場所です。多くの場

合、仕事や住居場所の選択、公共サービスを受け

る権利や移動の自由などに制限があります。短期

間での難民の大規模流入時などに、キャンプは素

早く保護や人命にかかわる支援を可能にします。

また、難民のニーズを把握し、細やかな対応を容

易にします。しかし、長期的に負の影響を与える

ことも過去の経験から報告されています。キャン

プでの生活は支援への依存を助長し、紛争などの

辛い経験を乗り越えて自分自身の力で生活を取り

戻すことを阻みます。また、何千人、何万人もの人びとを収容するキャンプを設置し維

持管理するのには莫大な費用が必要です。国際社会からの支援をもとに電気や水のイン

フラ整備などをしても、難民がいなくなった後に地元のコミュニティに引き継がれ活用

される保証はなく、その土地の開発計画や環境にも影響を与えます。 

このようなことから、難民を受け入れる政府などを支援する国連は、難民キャンプの

設置はできる限り避け、難民が保護され、支援を受けられるキャンプ以外の選択肢を模

索することとしています。キャンプが必要と判断された場合でも、あくまで一時的な措

置として設置しています。 

 

■キャンプ以外の選択肢とは 

 近年、難民の多くはキャンプ外の都市や町に住ん

でいます。避難先の文化や法律などにより異なりま

すが、賃貸アパートや、空き地や地主から借りた土

地でテントを張り新たな住環境を整えます。キャン

プと同様、都市部でも難民を待ち構えるのは過酷な

生活です。そのため、彼らが地元のコミュニティの

一員として生活できるような支援に取り組んでい

ます。キャンプと違い、地域に分散している難民の

支援には、家庭訪問などの地道な活動が求められま

す。 
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5 万人のシリア人やイラク人難民が暮らす 

ギリシャのキャンプ ©IFRC 

ヨルダンに住むシリア難民のアパートの寝

室には枕とマットレスしかない ©IFRC 
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～今回のニュースはいかがでしたか？ご意見・ご感想をお待ちしております～ 

         良かった・もっと知りたいテーマや記事、改善してほしい点など下記アドレスにお寄せください。 

         ご意見・ご感想をいただいた方の中から抽選で毎月１名様に赤十字グッズを差し上げます。 

         いただいたご意見・ご感想は今後本ニュース内でご紹介させていただく場合があります。 

                                           ☆★ 日本赤十字社国際部 kokusai@jrc.or.jp ★☆  

 
 

■最新技術を使って自由と尊厳を守る 

キャンプの外に住む難民が最も必要としているも

のの一つが現金です。現在、シリアの隣国ヨルダン

には 65 万人ものシリア人が住んでいます。政府が

管理するキャンプはいくつかありますが、80%以上

が首都アンマンなどの都市部に住んでいます。難民

の就労が難しいヨルダンでは、家賃などの支払いの

ため借金を抱える家庭が増えているのです。 

このような状況を受け、赤十字は 2014 年に母子家

庭などを含む特に脆弱な難民に対して虹彩認証によ

る現金給付を始めました。まず、地元の銀行の協力

を得て、対象者の虹彩登録を行います。病気や怪我などの理由で登録できない場合は、

従来利用していた ATM カードが配布されますが、虹彩認証はカードの紛失や盗難による

詐欺のリスクを避けることができます。また、現金の受け取り方法も簡単で、SNS で入

金通知を受信後に銀行へ行き、カメラを見て瞳を読み取らせるだけです。登録者は毎月、

世帯人数に応じて支給される 75～180 ヨルダンディナール（約 10,500～25,000 円）の

預金を引き出すことができます。 

赤十字はボランティアとともに、家庭訪問や電話

相談などを通して、支援の評価調査も行います。受

益者との対話を積極的に行うことで、支援の質およ

び支援に対する満足度の向上につなげます。調査に

よると、受け取った現金のうち約 5割を家賃に、約 3

割を食費に支出している世帯が多いという結果が出

ています。また、調査の対象となった全ての人が現

金給付は家計の助けになったと回答していますが、4

分の 3の人が決して十分ではないと感じています。 

行列に並び、周りの人と同じ物資を与えられるの

を待つのではなく、難民になる前のように自分の意

思で日々の生活で必要なものを見極めお金の使い道を決めるのです。自分らしく生きる

ことが、先が見えない中でも苦難を乗り越える一助となります。更に、現金給付は地元

経済の活性化にもつながるという利点もあります。人びとの尊厳と自由を保つために重

要な役割を担っているこの現金給付事業は日本政府からも 150,000 米ドル（約 1,500 万

円）の支援を受けています。 

 

■分け隔てなく支援を続ける赤十字 

解決への糸口が未だ見つからないシリア紛争。赤十字は、難民と受け入れコミュニテ

ィ両者にとっての最善策を模索し続けます。引き続きみなさまの温かいご支援をお願い

致します。 

皆さまの温かいご支援をお待ちしています。 

中東人道危機救援金（http://www.jrc.or.jp/contribute/help/cat751/） 

〔連絡先窓口〕日本赤十字社 パートナーシップ推進部 海外救援金担当 

TEL 03-3437-7081 FAX 03-3432-5507 

 

 

 

 

 

★‥ 

大募集！  

  ‥★ 

虹彩登録は難民の間でも好評を博している 

©IFRC 

シリア難民の家庭を訪問し、困っていること

がないか相談に乗るボランティア ©IFRC 


